
一 般 質 問

8
いけだ議会だより　No.143

平成 24 年 2 月 1 日発行

遠藤和雄 議員

公共下水道北部処理区
高度処理浄化槽の高率補助を

　

池
田
町
の
公
共
下
水
道
は
、
農

業
集
落
排
水
施
設
を
合
わ
せ
て
普

及
率
は
、
平
成　

年
度
末
で　

・

２２

６２

７
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
北
部
下

水
道
計
画
は
今
後　

年
か
ら　

年

１５

２０

か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。
北
部
処

理
区
に
つ
い
て
は
極
め
て
不
透
明

な
現
状
で
あ
る
。
平
成　

年
度
の

２３

公
共
下
水
道
事
業
費
に
、３
億
８
千

９
百
万
円
、施
設
管
理
費
に
、１
億

１
千
５
百
万
円
、
農
業
集
落
排
水

施
設
管
理
事
業
費
に
１
億
６
千
８

百
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

一
般
会
計
の
繰
り
出
し
金
は
、
起

債
償
還
を
含
め
て
、４
億
４
千
３
百

万
円
と
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
。
北
部
処
理
区
の
住
民
に
と
っ

て
税
負
担
の
不
公
平
を
強
く
感
ず

る
が
。

 
町　

長 

　

池
田
町
は
公
共
下
水
区
域
・
農

業
集
落
排
水
区
域
・
北
部
処
理
区

と
い
う
三
つ
の
方
策
を
と
り
な
が

ら
や
っ
て
き
た
。
整
備
区
域
は
、

農
業
集
落
排
水
、
公
共
下
水
、
北

部
処
理
区
含
め
て
、
１
１
７
９　
ha

の
計
画
で
進
め
て
き
た
。　

年
度

２３

末
で
７
６
４
・
３　

、
整
備
率
は

ha

　

・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
残
り

６４４
１
４
・
７　

を
、　
　

ず
つ
推

ha

２５
ha

進
し
て
も
、
あ
と　

年
か
か
る
。

１７

毎
年
４
億
か
ら
５
億
の
負
担
金
を

持
っ
て
い
る
の
で
不
公
平
感
も
あ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

将
来
、
北
部
処
理
区
を
接
続
し

た
場
合
、
平
成　

年
５
月
に
提
出

２２

資
料
に
よ
る
と
北
部
処
理
区
の
た

め
の
処
理
場
増
加
建
設
事
業
費
が
、

２
億
９
千
万
円
、
管
路
建
設
費
が
、

７
億
４
百
万
円
、
合
計
９
億
９
千

４
百
万
円
と
算
出
さ
れ
て
い
る
。

膨
大
な
工
事
費
が
必
要
だ
。
下
水

道
未
設
置
の
と
こ
ろ
は
合
併
浄
化

槽
で
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

７
人
槽
の
補
助
金
は　

万
４
千
円
、

４１

標
準
工
事
費
は
１
１
０
万
円
、
自

己
負
担
は　

万
円
と
家
庭
内
配
管
、

７０

更
に
将
来
公
共
下
水
道
接
続
費
が

　

万
円
必
要
で
な
か
な
か
踏
み
切

２８れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
町
長

は
、
３
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

第
４
次
認
可
以
降
地
区
の
浄
化
槽

の
高
率
補
助
制
度
を
創
設
す
る
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
ど
の
よ
う

な
考
え
か
。

 
町　

長 

　

池
田
町
全
体
と
し
て
の
財
政
的

な
も
の
、
あ
る
い
は
事
業
量
等
を

含
め
て
検
討
す
る
。
第
４
次
認
可

を
受
け
る
こ
と
を
含
め
、
来
年
度

は
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｎ


